
 

 



ご
あ
い
さ
つ 

 

俳
句
は
和
歌
・
連
歌
・
俳
諧
の
流
れ
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
近
代
文
学
の
ひ
と
つ
と
し
て
正
岡
子
規
ら

新
派
俳
人
に
よ
っ
て
明
治
後
期
に
確
立
し
た
、
い
わ
ば
「
古
く
て
新
し
い
」
分
野
で
す
。 

正
岡
子
規
の
流
れ
を
汲
み
、
継
承
し
な
が
ら
も
新
た
な
境
地
を
切
り
開
い
た
俳
人
た
ち
は
数
多
く
い

ま
す
。
そ
の
一
人
、
小
田
原
出
身
の
俳
人
・
藤
田
湘
子
は
、
戦
時
中
に
俳
句
を
志
し
、
水
原
秋
櫻
子
の
「
馬

酔
木
」
に
参
加
し
て
か
ら
平
成
17
年
に
亡
く
な
る
ま
で
、
句
作
、
指
導
、
社
会
へ
の
紹
介
を
活
発
に
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

俳
句
を
初
め
て
手
が
け
て
以
来
、「
馬
酔
木
」
で
の
活
動
か
ら
、
俳
句
結
社
「
鷹
」
発
足
、
韻
文
性
の

回
復
、
多
作
の
試
行
、
集
団
が
手
が
け
る
座
の
文
学
の
復
権
と
、
常
に
俳
句
の
課
題
と
意
欲
的
に
取
り
組

み
続
け
た
湘
子
の
意
志
。
そ
れ
は
、
過
去
を
踏
ま
え
、
し
か
し
過
去
に
と
ど
ま
ら
ず
新
た
な
境
地
に
挑
ん

だ
精
神
を
、
和
歌
の
美
を
極
限
ま
で
磨
き
上
げ
た
藤
原
定
家
、
俳
諧
の
大
き
な
流
れ
を
打
ち
立
て
た
松
尾

芭
蕉
、
明
治
以
降
、
新
時
代
の
俳
句
を
繁
栄
さ
せ
た
正
岡
子
規
や
高
浜
虚
子
た
ち
、
湘
子
が
俳
句
を
学
ん

だ
水
原
秋
櫻
子
、
句
作
に
お
い
て
影
響
を
受
け
た
石
田
波
郷
と
い
っ
た
大
勢
の
先
人
か
ら
継
承
し
た
も

の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。 

湘
子
没
後
10
年
を
迎
え
た
今
年
、
藤
田
か
を
り
様
・
鷹
俳
句
会
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
い
て
、

小
田
原
文
学
館
で
展
覧
会
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
春
、
ぜ
ひ
当
特
別
展
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
文
学
の
一
分
野
に
お
け
る
伝
統
と
変
革
の
う
ね
り
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 平

成
27
年
３
月  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
田
原
文
学
館 

 

凡
例 

１
．
こ
の
小
冊
子
は
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
３
月
21
日
（
土
）
〜
５
月
10
日
（
日
）
を
会
期
と
し
て 

小
田
原
文
学
館
で
開
催
す
る
同
名
展
示
の
解
説
書
で
す
。 

２
．
本
冊
子
の
編
集
及
び
執
筆
は
小
田
原
市
立
図
書
館
学
芸
員 

鳥
居
紗
也
子
、
白
政
晶
子
が
行
い
ま
し
た
。 

３
．
引
用
の
際
に
新
字
体
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
と
と
も
に
、
ル
ビ
、
傍
点
、
敬
称
等
は
適
宜
省
略
し
ま
し
た
。 

４
．
雑
誌
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
本
展
示
で
は
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
と 

統
一
し
ま
し
た
。 

５
．
資
料
の
所
蔵
先
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
小
田
原
市
立
図
書
館
の
所
蔵
品
で
す
。 

６
．
今
日
の
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
不
適
切
と
思
わ
れ
る
表
現
は
、
原
文
を
尊
重
し
そ
の
ま
ま
と
し
ま
し
た
。

 

７
．
展
示
内
容
と
本
冊
子
の
掲
載
内
容
・
資
料
番
号
等
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 



一 
 

資
料
解
説 

 
  

 

明
治
20
年
代
半
ば
か
ら
、
正
岡
子
規
に
よ
る
俳
句
の
革
新
運
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。
当
時
、
す
で
に
小
説
で
提
唱
さ
れ
て
い
た
写
実
主
義
に
よ
っ
て
、
俳
句
で
も

近
代
的
な
表
現
が
誕
生
し
ま
し
た
。
子
規
は
『
獺 だ

っ

祭 さ
い

書 し
ょ

屋 お
く

俳 は
い

話 わ

』
、
『
俳
諧

は
い
か
い

大
要

た
い
よ
う

』

で
旧
派
の
俳
句
を
否
定
、
新
し
い
俳
句
の
あ
る
べ
き
姿
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
俳
諧
を
俳
句
と
し
て
近
代
芸
術
に
高
め
る
論
を
展
開
し
た
子
規
の

も
と
に
は
、
高
浜
虚
子

き

ょ

し

や
河
東

か
わ
ひ
が
し

碧 へ
き

梧
桐

ご

と

う

ら
が
集
ま
り
、
彼
ら
の
発
表
の
舞
台
と
な

っ
た
雑
誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
は
、
俳
壇
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

子
規
の
没
後
、
虚
子
と
碧
梧
桐
は
句
風
の
違
い
か
ら
対
立
。
碧
梧
桐
は
子
規
の

写
実
を
さ
ら
に
深
め
、
虚
子
は
一
時
期
俳
句
か
ら
遠
ざ
か
り
ま
し
た
が
、
碧
梧
桐

ら
の
唱
え
る
新
傾
向
俳
句
に
反
発
し
、
俳
壇
に
復
帰
し
ま
す
。
さ
ら
に
「
ホ
ト
ト

ギ
ス
」
は
、
水
原
秋

し
ゅ
う

櫻
子

お

う

し

、
山
口

や
ま
ぐ
ち

誓
子

せ

い

し

ら
「
四
Ｓ
」
を
輩
出
し
ま
す
が
、
や
が
て

彼
ら
は
他
の
雑
誌
を
創
刊
し
て
独
立
、
新
興
俳
句
運
動
を
主
導
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

 

１
． 

獺
祭
書
屋
主
人
（
正
岡
子
規
） 

『
獺 だ

っ

祭 さ
い

書 し
ょ

屋 お
く

俳 は
い

話 わ

』
日
本
新
聞
社
、
１
８
９
３
（
明
治
26
）
年 

個
人
蔵
（
復
刻
） 

明
治
25
年
に
新
聞
「
日
本
」
に
掲
載
さ
れ
た
俳
論
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
正
岡
子
規
の
俳

句
革
新
の
第
一
歩
と
さ
れ
る
。
子
規
は
、
従
来
の
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
俳
諧
を
「
月
並
調
」
と

し
て
激
し
く
攻
撃
し
た
。
病
気
の
た
め
布
団
の
周
囲
に
書
物
を
並
べ
て
い
る
自
分
の
姿
を
、

捕
ら
え
た
魚
を
並
べ
て
い
る
さ
ま
が
祭
り
に
例
え
ら
れ
る
「
獺
」（
か
わ
う
そ
）
に
な
ぞ
ら
え

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
題
名
が
つ
け
ら
れ
た
。   

 

２
．
夏
目
漱
石
「
正
岡
子
規
へ
送
り
た
る
句
稿 

六
」
１
８
９
５
（
明
治
28
）
年
11
月
13
日 

神
奈
川
近
代
文
学
館
（
複
製
） 

子
規
と
夏
目
漱
石
は
、
第
一
高
等
中
学
校
在
学
中
に
同
級
生
と
し
て
出
会
い
、
互
い
に
落

語
好
き
と
い
う
共
通
点
も
あ
り
親
し
く
な
っ
た
。
漱
石
は
明
治
28
年
４
月
、
子
規
が
日
清
戦

争
の
従
軍
記
者
と
し
て
日
本
を
出
発
す
る
直
前
に
、
英
語
教
師
と
し
て
松
山
中
学
に
赴
任
し

て
い
る
。
そ
の
後
、
帰
国
の
船
上
で
喀
血
し
た
子
規
が
松
山
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
漱
石
は
子

規
を
中
心
と
し
た
句
会
に
加
わ
っ
て
熱
心
に
句
作
を
行
っ
て
い
る
。
子
規
が
松
山
を
離
れ
た

後
も
、
漱
石
は
し
ば
し
ば
書
簡
に
自
作
の
句
を
書
き
連
ね
、
子
規
に
添
削
を
乞
う
て
い
る
。 

こ
の
書
簡
の
末
尾
に
は
「
善
悪
を
問
は
ず
出
来
た
丈 だ

け

送
る
な
り
左
様
心
得
給 た

ま

へ
わ
る
い
の

は
遠
慮
な
く
評
し
給
へ
其
代
り
い
ゝ
の
は
少
し
ほ
め
給
へ
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
子
規
は

「
前
日
の
に
比
し
て
う
ま
き
こ
と
数
等
な
り
悪
句
な
き
に
非
ざ
る
も
前
日
の
如
き
悪
句
は
見

あ
た
ら
ず
」
と
評
し
た
。 

第
１
章 
近
代
俳
句
を
支
え
た
人
々 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 

四Ｓ 

昭和３年秋、山口青邨が講演「どこか実のある話」の中で、当

時「ホトトギス」派として活躍していた水原秋櫻子、高野素十、

阿波野青畝、山口誓子の４人のイニシャルが偶然Ｓであったた

め、「東に秋素、西に青誓の二Ｓあり」と語ったことから名づけ

られた呼称。もとは「しいエス」と言われたが、近年は「よん

エス」と呼ばれることが多い。 
２ 



二 
 

３
．
正
岡
子
規
『
子 し

規 き

発 ほ
っ

句 く

経 け
い

譬 ひ

喩ゆ

品 ひ
ん

』
天
竜
堂
、
１
９
２
６
（
大
正
14
）
年 

子
規
が
俳
句
仲
間
26
人
を
野
菜
や
果
物
に
例
え
た
も
の
。
河
東
碧
梧
桐
は
「
つ
く
ね
い
も
」、

高
浜
虚
子
は
「
さ
つ
ま
い
も
」
に
例
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

４
．「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
２
巻
６
号
、
１
８
９
９
（
明
治
32
）
年
３
月 

個
人
蔵 

明
治
30
年
に
松
山
で
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
。
は
じ
め
柳
原

や
な
ぎ
は
ら

極
堂

き
ょ
く
ど
う

が
発
行
人
だ
っ
た
が
、
20

号
で
松
山
で
の
発
行
は
終
わ
り
、
明
治
31
年
10
月
号
を
２
巻
１
号
と
し
て
虚
子
に
引
き
継
が

れ
、
東
京
で
発
行
さ
れ
た
。
子
規
ら
は
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
を
舞
台
に
「
写
生
文
」
を
実
践
、

漱
石
の
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」（
明
治
38
年
）
も
写
生
文
と
し
て
こ
の
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
。 

 

５
．
正
岡
子
規
「
を
と
と
ひ
の
へ
ち
ま
の
水
も
取
ら
ざ
り
き
／
糸
瓜
咲
て
痰
の
つ
ま
り
し
仏
か

な
／
痰
一
斗
糸
瓜
の
水
も
間
に
あ
は
ず
」
１
９
０
２
（
明
治
35
）
年
９
月
18
日 

神
奈
川
近
代
文
学
館
（
複
製
） 

 

子
規
は
22
歳
頃
に
喀
血
し
、
晩
年
は
肺
結
核
と
脊
椎
カ
リ
エ
ス
に
侵
さ
れ
苦
し
い
病
床
生

活
を
送
っ
て
い
た
が
、
そ
の
文
学
は
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
で
い
た
。
こ
の
３
句
は
死
の
10
数
時

間
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
子
規
の
絶
筆
と
な
っ
た
。 

 

６
．
高
浜
虚
子
「
春
雨
の
衣
桁
に
重
し
恋
衣
」（
初
出
「
め
さ
ま
し
草
」
明
治
29
年
２
月
） 

神
奈
川
近
代
文
学
館 

明
治
27
年
の
作
。
昭
和
12
年
に
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
５
５
０
号
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
、

虚
子
の
自
選
句
集
『
五
百
句
』（
改
造
社
）
の
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
た
。 

 

７
．
河
東
碧
梧
桐
「『
現
今
の
俳
句
界
』
を
読
む
」 

（「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
７
巻
２
号
、
明
治
36
年
11
月
） 

個
人
蔵 

前
号
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
掲
載
さ
れ
た
、
虚
子
の
「
現
今
の
俳
句
界
」
へ
の
反
論
と
し

て
執
筆
さ
れ
た
文
章
。
こ
れ
に
対
し
虚
子
は
、
次
号
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
で
「
再
び
現
今
の

俳
句
界
に
就
て
」
を
発
表
し
て
応
酬
し
た
。 

 

８
．
水
原
秋
櫻
子
「
筑
波
山
縁
起
」
年
不
詳 

秋
櫻
子
に
よ
る
連
作
俳
句
。
昭
和
２
年
11
月
に
筑
波
山
に
吟
行
し
た
と
き
に
作
ら
れ
た
も

の
で
、
連
作
俳
句
の
始
め
と
さ
れ
る
。
四
季
に
ま
た
が
る
季
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。 

 

９
．「
天 て

ん

狼 ろ
う

」
２
巻
11
号
、
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
３
月 

個
人
蔵 

「
天
狼
」
は
、
戦
後
の
昭
和
23
年
に
山
口
誓
子
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
俳
誌
。
「
出
発
の

言
葉
」
で
誓
子
は
「
現
下
の
俳
句
雑
誌
に
、『
酷
烈
な
る
俳
句
精
神
』
乏
し
く
、
『
鬱
然
た
る

俳
壇
的
権
威
』
な
き
を
難
ず
る
が
故
に
、
そ
れ
等
欠
く
る
と
こ
ろ
を
『
天
狼
』
に
備
へ
し
め

よ
う
と
思
ふ
」
と
述
べ
た
。
こ
の
雑
誌
の
創
刊
に
つ
い
て
湘
子
は
、
「
『
馬
酔
木
』
に
身
を
寄

４ 

連作俳句 

連作俳句は、一作だけの単作に対して、同一主題の俳句を何句か連ねて、一句では表現できな

い内容を連作・並列する表現形式。窪田空穂や斎藤茂吉の連作短歌からヒントを得て秋櫻子が

始めたとされる。あらかじめ構成を設計する「設計図式」と、作品の配列に主眼を置く「モン

タージュ式」に大きく分けられる。同じ季語が用いられる場合、単調な繰り返しになるため省

略され、結果として無季俳句の容認に結びついたり、一句の独立性が弱まったりする難点があ

ることから、秋櫻子も戦後はほとんど作っていない。 

６ 



三 
 

せ
て
静
観
し
て
い
た
、『
誓
子
が
、
つ
い
に
動
く
』
こ
と
」
が
「
群
を
抜
い
た
大
事
件
」
で
「
セ

ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
」
で
あ
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
（
『
俳
句
の
方
法
』
角
川
書
店
、
平
成
６
年
）。 

 

１０

．
加
藤
楸
邨
「
さ
え
ざ
え
と
雪 せ

つ

後 ご

の
天
の
怒
涛
か
な
」 

（『
雪
後
の
天
』
交
蘭
社
、
昭
和
18
年
）

 

個
人
蔵 

加
藤
楸
邨
の
第
四
句
集
。
昭
和
20
年
４
月
13
日
夜
の
空
襲
で
、
湘
子
は
池
袋
の
下
宿
を
焼

け
出
さ
れ
て
い
る
が
、
炎
上
す
る
家
の
中
に
飛
び
込
み
、
本
棚
か
ら
夢
中
で
数
冊
の
本
を
つ

か
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
時
救
い
出
し
た
う
ち
の
一
冊
が
楸
邨
の
『
雪
後
の
天
』
で
あ
っ
た
。

湘
子
は
「
忘
れ
得
ぬ
句
集
で
あ
る
」（
『
俳
句
の
方
法
』
）
と
述
懐
し
て
い
る
。 

 

１１
．
石
田
波
郷
「
初
蝶
や
吾
か
三
十
の
袖
袂
」（『
風
切
』
一
条
書
房
、
昭
和
18
年
） 

神
奈
川
近
代
文
学
館 

昭
和
17
年
の
作
。
こ
の
句
に
つ
い
て
波
郷
は
「
『
三
十
而
立
』、
私
は
自
分
の
青
春
と
馬
酔

木
か
ら
袂
別
し
た
。
然
し
そ
ん
な
こ
と
を
詠
ん
だ
句
で
は
な
い
」
（
『
波
郷
百
句
』
現
代
俳
句

社
、
昭
和
22
年
、
引
用
は
『
波
郷
句
自
解
』
梁
塵
社
、
平
成
17
年
に
よ
る
）
と
し
て
い
る
。

 

 １２
．
川
端
茅
舎
「
涅
槃
会
に
吟
じ
て
花
鳥
諷
詠
詩
」 

（「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
36
巻
８
号
、
昭
和
８
年
５
月
） 

個
人
蔵 

川
端

か
わ
ば
た

茅
舎

ぼ
う
し
ゃ

は
、
大
正
期
に
草
土
社
を
結
成
し
た
岸
田
劉
生

り
ゅ
う
せ
い

に
つ
い
て
画
家
を
志
す
一
方
、

虚
子
に
俳
句
を
学
び
、
後
に
病
気
が
ち
と
な
っ
た
た
め
絵
画
制
作
を
断
念
し
て
作
句
に
専
念

し
、
虚
子
に
「
花
鳥

か
ち
ょ
う

諷
詠

ふ
う
え
い

真
骨
頂
漢

し
ん
こ
っ
ち
ょ
う
か
ん

」
の
称
号
を
与
え
ら
れ
た
。
茅
舎
の
句
「
涅
槃
会
に
吟

じ
て
花
鳥
諷
詠
詩
」
に
あ
る
「
涅 ね

槃 は
ん

会 え

」
と
は
、
釈
迦
成
仏
の
日
に
諸
寺
で
行
う
法
会
の
こ

と
で
、
花
鳥
諷
詠
の
実
践
に
よ
っ
て
一
切
を
解
決
し
よ
う
と
決
意
し
て
い
る
自
分
は
、
涅
槃

会
で
の
経
文
の
代
わ
り
に
花
鳥
諷
詠
詩
（
俳
句
）
を
吟
ず
る
の
だ
、
と
い
う
よ
う
な
意
味
。 

 

１３
．
中
村
草
田
男
『
長
子
』
沙
羅
書
店
、
１
９
３
６
（
昭
和
11
）
年 

 

個
人
蔵 

昭
和
11
年
刊
の
第
一
句
集
。
草 く

さ

田 た

男 お

は
初
め
虚
子
に
師
事
し
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
同
人
と
な

っ
た
が
、
後
に
「
無
思
想
」
、「
文
学
精
神
の
喪
失
」
な
ど
を
指
摘
し
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
を
批

判
。
一
方
、
昭
和
初
期
の
水
原
秋
櫻
子
・
山
口
誓
子
を
中
心
に
し
た
新
興
俳
句
運
動
に
対
し

て
も
一
線
を
画
し
、
加
藤
楸
邨
や
石
田
波
郷
と
と
も
に
「
人
間
探
求
派
」
と
呼
ば
れ
た
。 

 

１４
．
荻
原
井
泉
水
『
井
泉
水
草
画
集
』
日
賀
出
版
社
、
１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年 

復
刻
版 

昭
和
48
年
初
版
の
画
集
で
、
画
に
文
や
句
が
添
え
ら
れ
る
「
俳
画
」
と
似
た
形
式
を
と
る

が
、
井 せ

い

泉 せ
ん

水 す
い

は
「
俳
画
」
と
「
草
画
」
は
異
な
る
と
し
て
い
る
。「
草
画
」
と
は
「
草
書
」
の

「
草
」
の
心
を
う
つ
し
た
も
の
で
、「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
な
る
以
前
の
、
ア
マ
チ
ュ
ア

精
神
を
も
っ
て
画
を
か
き
た
い
。
そ
れ
が
私
の
言
う
と
こ
ろ
の
『
草
画
』
で
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
。
ま
た
、
自
然
や
リ
ズ
ム
を
主
と
す
る
と
こ
ろ
が
、
草
画
と
自
由
律
俳
句
の
共
通
点

で
あ
る
と
す
る
。 

13 
 11 
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四 
 

１５
．
高
浜
虚
子
『
俳
句
の
五
十
年
』
中
央
公
論
社
、
１
９
４
７
（
昭
和
22
）
年 

個
人
蔵 

出
版
社
か
ら
俳
句
生
活
50
年
の
こ
と
を
話
し
て
み
な
い
か
と
持
ち
か
け
ら
れ
、
「
思
ひ
出

す
に
従
つ
て
切
れ
ぎ
れ
の
話
を
し
て
」
、
速
記
し
た
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
。
「
子
規
と
の
交

友
」
、「
子
規
の
委
嘱
を
辞
退
」
な
ど
子
規
と
の
関
係
や
、「
漱
石
と
の
往
来
」
、「
碧
梧
桐
と
の

交
際
」
な
ど
文
学
史
上
重
要
な
人
物
と
の
交
流
の
様
子
も
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

藤
田
湘
子
は
、
本
名
を
良
久
と
い
い
、
大
正
15
年
１
月
11
日
、
小
田
原
町
十
字

三
丁
目
（
現
・
小
田
原
市
本
町
）
に
、
職
人
で
あ
る
父
源
太
郎
と
、
母
ミ
ネ
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。 

湘
子
の
俳
句
の
出
発
点
は
、
昭
和
17
年
１
月
の
あ
る
夜
で
す
。
東
京
の
下
宿
か

ら
帰
郷
し
た
湘
子
が
、
小
田
原
駅
か
ら
実
家
ま
で
歩
い
て
帰
る
途
中
、
お
堀
端
の

桜
の
蕾

つ
ぼ
み

が
満
月
に
照
ら
し
出
さ
れ
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
し
た
。
湘
子
は
そ
の
様

子
に
感
激
し
ま
す
が
、
そ
の
感
動
を
表
現
す
る
方
法
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

「
何
か
表
現
力
を
身
に
つ
け
よ
う
」
と
決
心
し
、「
形
式
が
短
い
か
ら
」
と
い
う
理

由
で
俳
句
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

16
歳
の
湘
子
は
、
ま
ず
俳
句
の
全
容
を
知
り
た
い
と
考
え
、
水
原
秋
櫻
子
の
『
現

代
俳
句
論
』
を
購
入
、
そ
の
俳
句
論
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
秋
櫻
子
の

句
集
『
葛
飾

か
つ
し
か

』
を
読
み
、「
秋
櫻
子
門
の
ひ
と
り
と
し
て
俳
句
を
作
ろ
う
」
と
決
意

し
「
馬
酔
木
」
へ
入
会
、
投
句
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

１６
．
写
真
「
池
袋
の
焼
跡
で
」
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
５
月 

個
人
蔵 

空
襲
で
下
宿
を
失
っ
た
湘
子
は
、
終
戦
直
後
に
一
度
小
田
原
に
帰
郷
し
た
後
、
池
袋
に
戻

っ
て
焼
跡
を
彷
徨
し
た
。
終
戦
の
昭
和
20
年
を
振
り
返
り
、
湘
子
は
「
イ
ヤ
な
年
で
あ
る
。

思
い
出
し
た
く
も
な
い
年
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
衝
撃
が
あ
り
挫
折
が
あ
っ
た
。
暗
く
惨
め

で
あ
っ
た
」（
『
俳
句
の
方
法
』）
と
述
べ
て
い
る
。 

 

１７
．
藤
田
湘
子
「
初
凪
」
初
凪
俳
句
会
、
１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年 

発
行
所
が
湘
子
の
小
田
原
の
住
所
に
な
っ
て
お
り
、「
今
度
池
袋
か
ら
熱
海
の
分
教
所
の
方

へ
移
り
ま
し
た
」
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
終
戦
後
、「
馬
酔
木
」
同
人
と
な
る
前
の
昭

和
21
年
に
湘
子
が
発
行
し
た
俳
句
の
同
人
誌
と
み
ら
れ
る
。
通
巻
５
号
（
６
月
号
）
〜
６
号

（
晩
夏
号
）
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。 

 

１８
．
水
原
秋
櫻
子
『
葛
飾 

馬
酔
木
叢
書
第
四
編
』 

「
馬
酔
木
」
発
行
所
、
１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年 

 

個
人
蔵
（
復
刻
） 

第
２
章 

秋
櫻
子
と
と
も
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

『葛飾』について――湘子の回想 

『現代俳句論』によって眼を開かれた私の気持は、もうほとんど水原秋櫻子のほうへ向き、秋櫻子を軸にして「俳句」

を考えるようになっていた。だが、しかし、私はまだ秋櫻子の作品を十分に知らなかった。あれこれと散発的に眼に

する二句三句はあっても、一冊の句集がない。ことに評判の高いらしい『葛飾』を見たいと思う。『葛飾』はないか。

（中略）しかし、『葛飾』はどこの古書店にもなかった。（中略） 

書庫から久しぶりに取り出した日新書院版『葛飾』を見ると、奥付は昭和十八年五月五日再版発行（一〇〇〇部）と

なっている。そうすると私は、一年近くも『葛飾』を探し求めていたことになる。（『俳句の方法』角川書店、平成６年） 



五 
 

昭
和
５
年
刊
の
秋
櫻
子
の
句
集
。
書
名
『
葛
飾
』
は
、
「
そ
の
土
地
（
葛
飾
）
が
私
に
と
つ

て
懐
か
し
い
ば
か
り
で
な
く
、
多
く
の
句
を
得
さ
し
て
く
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
た
め
」（
序

文
）
に
付
け
た
と
秋
櫻
子
は
述
べ
て
い
る
。
序
文
で
反
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
所
信
を
表
明
し
、

文
壇
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
作
品
の
配
列
は
当
時
の
大
多
数
の
句
集
と
同
じ
く
四
季
別

に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
葛
飾
の
春
」
、
「
多
摩
川
の
春
」
と
い
っ
た
小
タ
イ
ト
ル
が

付
け
ら
れ
る
な
ど
、
句
集
の
編
集
上
の
新
た
な
試
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
秋
櫻
子
の
『
現
代

俳
句
論
』
（
第
一
書
房
、
昭
和
11
年
）
を
読
ん
で
刺
激
を
受
け
た
湘
子
が
、
評
判
の
高
い
こ

の
句
集
を
買
お
う
と
し
た
が
ど
こ
の
書
店
で
も
見
つ
か
ら
ず
、
一
年
ほ
ど
後
に
よ
う
や
く
再

版
を
手
に
入
れ
た
と
い
う
。 

 

１９
．
水
原
秋
櫻
子
「
か
つ
し
か
や
桃
の
ま
か
き
も
水
田
へ
り
」 

（
初
出
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
29
巻
８
号
、
大
正
15
年
５
月
） 

神
奈
川
近
代
文
学
館
蔵 

句
集
『
葛
飾
』
所
収
。
水
田
の
多
か
っ
た
葛
飾
を
想
起
し
、
水
田
に
囲
ま
れ
た
家
の
籬

ま
が
き

（
垣

根
）
に
咲
く
桃
が
水
の
上
に
映
っ
て
い
る
美
し
い
情
景
を
詠
ん
だ
句
。 

 

２０
．「
馬
酔
木
」
27
巻
12
号
、
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
12
月 

鷹
俳
句
会
蔵 

湘
子
が
同
じ
秋
櫻
子
門
の
能
村

の

む

ら

登 と

四 し

郎 ろ
う

と
一
緒
に
馬
酔
木
賞
（
新
人
賞
）
を
受
賞
し
た
号
。 

 

２１
．
石
田
波
郷
『
雨 あ

ま

覆
お
お
い

』
七
洋
社
、
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個
人
蔵 

昭
和
23
年
に
刊
行
さ
れ
た
波
郷
の
句
集
。
湘
子
は
、
兄
弟
子
で
あ
る
波
郷
か
ら
大
き
な
影

響
を
受
け
、
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
意
識
し
て
い
た
。「
馬
酔
木
」
新
樹
集
の
巻
頭
を
と
っ
た
湘
子

は
、
こ
の
句
集
を
手
本
と
決
め
て
愛
誦
し
、「
馬
酔
木
」
同
人
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
と
い

う
。  

２２
．「
馬
酔
木
」
28
巻
12
号
、
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
12
月 

鷹
俳
句
会
蔵 

編
集
後
記
に
秋
櫻
子
の
名
で
「
左
の
諸
君
を
同
人
に
推
薦
し
ま
す
」
と
掲
載
さ
れ
、
湘
子

が
同
人
と
な
っ
た
号
。 

 

２３
．「
馬
酔
木
」
三
十
周
年
記
念
号
、
30
巻
４
号
、
１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
４
月  

鷹
俳
句
会
蔵 

昭
和
26
年
は
「
馬
酔
木
」
創
刊
30
周
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
前
年
、
波
郷
よ
り
「
馬
酔
木
三

十
周
年
記
念
号
」
の
手
伝
い
を
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
湘
子
は
、「
馬
酔
木
年
譜
」
、「
巻
頭

句
集
」
の
原
稿
執
筆
と
全
体
の
校
正
を
担
当
し
た
。
湘
子
は
著
書
で
、
新
村
出

い
ず
る

、
斎
藤
茂
吉
、

窪
田
空
穂
、
山
口
誓
子
ら
が
名
を
連
ね
る
本
号
の
目
次
を
紹
介
し
、「
こ
ん
な
豪
華
な
内
容
は

波
郷
だ
か
ら
で
き
た
」（
『
俳
句
の
方
法
』）
と
賞
讃
し
た
。
小
田
原
出
身
の
作
家
・
尾
崎
一
雄

も
原
稿
を
依
頼
さ
れ
、「
身
近
か
な
眺
め
」
と
い
う
文
章
を
執
筆
し
て
い
る
。 
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六 
 

 

２４
．
石
田
波
郷
「
尾
崎
一
雄
宛
書
簡
」
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
12
月
26
日
付 

神
奈
川
近
代
文
学
館
蔵 

「
馬
酔
木
」
の
創
刊
30
周
年
を
翌
年
に
控
え
た
昭
和
25
年
12
月
、
当
時
「
馬
酔
木
」
の

編
集
長
を
務
め
て
い
た
波
郷
が
、
尾
崎
一
雄
へ
「
馬
酔
木
三
十
周
年
記
念
号
」
へ
の
原
稿
執

筆
を
依
頼
し
た
書
簡
。「
美
し
い
眺
め 

わ
が
風
景
論
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
願
い
し
た
い
旨

と
、
尾
崎
の
「
暢
気
眼
鏡
」
以
来
ほ
と
ん
ど
の
作
を
読
ん
で
い
る
「
一
フ
ァ
ン
」
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。 

 

２５
．
水
原
秋
櫻
子
「
尾
崎
一
雄
宛
書
簡
」
１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
２
月
24
日
付 

神
奈
川
近
代
文
学
館
蔵 

波
郷
の
依
頼
に
応
え
て
尾
崎
が
「
馬
酔
木
三
十
周
年
記
念
号
」
へ
原
稿
を
送
っ
た
こ
と
に

対
す
る
秋
櫻
子
の
礼
状
。
追
伸
に
は
、
共
に
歌
作
の
指
導
を
受
け
た
窪
田
空
穂
の
名
前
が
み

え
る
。 

 ２６
．
水
原
秋
櫻
子
監
修 

石
田
波
郷
・
藤
田
湘
子
編
『
年
代
別 
馬
酔
木
巻
頭
句
集
』 

近
藤
書
店
、
１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年 

個
人
蔵 

「
馬
酔
木
三
十
年
記
念
号
」
の
た
め
に
湘
子
が
ま
と
め
た
「
巻
頭
句
集
」
は
、
掲
載
の
際

に
編
集
の
都
合
で
半
分
ほ
ど
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
。
こ
の
本
は
、
そ
れ
を
「
よ
り
完
璧
な
形
」

で
ま
と
め
た
も
の
。
湘
子
は
「
私
に
と
っ
て
ど
ち
ら
も
懐
か
し
い
仕
事
で
あ
る
」
（
『
俳
句
の

方
法
』）
と
述
べ
て
い
る
。 

 ２７
．
藤
田
湘
子
「
愛
さ
れ
ず
し
て
沖
遠
く
泳
ぐ
な
り
」
年
不
詳 

こ
の
句
は
、
私
的
な
事
情
に
よ
り
師
に
冷
遇
さ
れ
た
２
年
間
の
苦
し
い
時
期
に
作
ら
れ
た

も
の
。
後
に
代
表
作
と
し
て
有
名
に
な
り
、
小
田
原
文
学
館
に
も
句
碑
が
建
っ
て
い
る
。 

 

２８
．「
俳
句
研
究
」
12
巻
１
号
、
１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
１
月 

個
人
蔵 

「
俳
句
研
究
」
は
、
初
め
昭
和
９
年
３
月
に
改
造
社
か
ら
最
初
の
俳
句
総
合
誌
と
し
て
創

刊
さ
れ
、
そ
の
後
、
休
刊
、
復
刊
な
ど
を
繰
り
返
し
、
そ
の
後
は
富
士
見
書
房
か
ら
発
行
さ

れ
た
。
本
号
は
、
口
絵
に
秋
櫻
子
の
肖
像
、
扉
に
波
郷
の
句
が
掲
載
さ
れ
た
他
、
山
口
誓
子

や
飯
田
蛇 だ

笏 こ
つ

、
加
藤
楸
邨
な
ど
の
俳
人
が
文
章
を
寄
せ
て
い
る
。 

  

２９
．
水
原
秋
櫻
子
「
藤
田
湘
子
宛
は
が
き
」
１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
11
月
18
日
付 

個
人
蔵 

こ
の
年
の
11
月
15
日
、
秋
櫻
子
は
長
崎
の
毎
日
新
聞
社
主
催
俳
句
大
会
に
出
席
し
、
帰
途
、

広
島
の
厳
島
な
ど
に
回
遊
し
た
。
こ
の
は
が
き
は
長
崎
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
、
出
発
す
る

秋
櫻
子
を
見
送
っ
た
湘
子
へ
の
礼
や
、
大
会
を
終
え
て
安
堵
し
た
こ
と
な
ど
、
旅
先
で
の
様

子
が
記
さ
れ
て
い
る
。 
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３０
．
藤
田
湘
子
『
途
上
』
近
藤
書
店
、
１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年 

個
人
蔵 

湘
子
の
第
一
句
集
。
序
文
を
秋
櫻
子
、
跋
文
（
あ
と
が
き
）
と
選
句
を
波
郷
が
担
当
し
て

い
る
。
序
文
執
筆
を
依
頼
し
た
際
に
秋
櫻
子
か
ら
「
題
名
は
二
字
が
よ
い
よ
」
と
言
わ
れ
、

候
補
と
な
る
語
を
波
郷
が
ふ
た
つ
挙
げ
、
そ
の
中
か
ら
湘
子
自
身
が
選
ん
だ
タ
イ
ト
ル
が
「
途

上
」
で
あ
っ
た
。 

    

処
女
句
集
『
途
上
』
を
刊
行
し
、
秋
櫻
子
の
媒
酌

ば
い
し
ゃ
く

で
結
婚
し
た
湘
子
は
、
波
郷

の
跡
を
継
い
で
「
馬
酔
木
」
編
集
長
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
以
後
、
約
10
年
間
に
渡

り
、
湘
子
は
同
誌
の
編
集
長
を
務
め
ま
す
。
同
じ
こ
ろ
、
砂
川
基
地
拡
張
反
対
闘

争
に
参
加
し
、
そ
の
経
験
を
ふ
ま
え
た
句
を
作
っ
た
り
、
国
鉄
本
社
広
報
部
勤
務

と
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、
湘
子
の
身
辺
で
は
い
く
つ
か
の
新
し
い
こ
と
も
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
新
た
な
で
き
ご
と
の
う
ち
最
も
大
き
な
も
の
に
、「
鷹 た

か

」
の
創

刊
が
あ
り
ま
し
た
。「
鷹
」
は
、
湘
子
が
創
刊
し
た
新
雑
誌
で
、
新
人
の
育
成
、
つ

ま
り
「
新
人
を
育
て
て
『
馬
酔
木
』
へ
送
り
出
そ
う
」
と
い
う
目
的
で
発
刊
さ
れ

た
も
の
で
し
た
。 

や
が
て
「
馬
酔
木
」
編
集
長
を
辞
任
し
た
湘
子
は
、
同
誌
の
同
人
を
辞
退
し
、

「
鷹
俳
句
会
主
宰
」
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。
昭
和
58
年
に
は
、

毎
日
必
ず
十
句
以
上
作
り
、
そ
の
全
作
品
を
「
鷹
」
に
発
表
す
る
と
い
う
「
一
日

十
句
」
を
始
め
る
な
ど
、
新
た
な
こ
と
へ
の
挑
戦
も
行
い
続
け
ま
し
た
。 

 ３１
．
藤
田
湘
子
『
雲
の
流
域
』
金
星
堂
、
１
９
６
２(

昭
和
37)

年 

個
人
蔵 

湘
子
の
第
二
句
集
。
昭
和
31
年
か
ら
同
36
年
ま
で
の
６
年
間
の
俳
句
を
収
め
て
い
る
。
こ

の
時
期
の
湘
子
は
、
砂
川
闘
争
に
取
材
し
た
俳
句
を
発
表
す
る
な
ど
、
当
時
興
っ
た
社
会
性

俳
句
（
社
会
性
を
追
求
し
た
俳
句
）
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。 

 

３２
．
石
田
波
郷
・
藤
田
湘
子
『
水
原
秋
櫻
子 

俳
句
シ
リ
ー
ズ 

人
と
作
品
』 

南
雲
堂
桜
楓
社
、
１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年 

波
郷
と
湘
子
の
共
同
執
筆
に
よ
る
秋
櫻
子
に
つ
い
て
の
研
究
書
で
、「
作
家
研
究
篇
」
、「
鑑

賞
篇
」
、「
選
句
抄
」
、「
紀
行
篇
」
か
ら
な
る
。
湘
子
に
よ
る
「
ま
え
が
き
」（
序
文
）
に
は
「
そ

の
初
学
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
流
れ
を
追
っ
て
、
総
括
的
に
記
述
し
た
も
の
」
を
目
指
し
、

「
秋
櫻
子
の
業
績
を
忠
実
に
た
ど
る
よ
う
努
力
し
た
」
と
あ
る
。
こ
の
時
期
は
湘
子
の
「
鷹
」

創
刊
直
前
の
、
「
馬
酔
木
」
編
集
長
時
代
に
あ
た
る
。 

 

３３
．「
鷹
」
創
刊
号
、
１
巻
１
号
、
１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
７
月 

第
３
章 

独
立
、
後
進
の
育
成 

―
鷹
主
宰
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

砂川基地拡張反対闘争 立川米軍基地拡張計画に対する反対運動 

立川基地が所在した砂川では、昭和 30年 5月以降、拡張予定地の測量をめぐり警官隊とたびたび衝突し、昭和 31

年10月14日には800人を超す負傷者が出、警官及び政府に批判が集中し、神崎清（評論家）、岡本太郎（美術家）、

木下順二（映画監督）、山本安英（女優）、壷井栄（文学者）など多くの知識人がこの事件に関心を寄せ、反対意見

を表明した。米軍及び政府は計画中止を決定。立川基地は昭和52年に全面返還された。 

30 
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湘
子
は
、
秋
櫻
子
よ
り
発
行
の
許
可
を
得
て
、
昭
和
39
年
７
月
に
「
鷹
」
を
創
刊
し
た
。

平
成
４
年
12
月
16
日
に
行
わ
れ
た
「
対
談 

わ
が
俳
句
を
語
る
」
（
『
藤
田
湘
子
』
春
陽
堂
、

平
成
５
年
５
月
）
に
よ
る
と
、「
若
手
だ
け
を
集
め
て
「
馬
酔
木
」
の
独
立
当
時
の
よ
う
な
新

鮮
な
雰
囲
気
を
養
成
し
、
親
雑
誌
に
活
気
を
吹
き
込
も
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
発
想
」
で
作

ら
れ
た
雑
誌
で
あ
っ
た
。 

 

３４
．
藤
田
湘
子
「
湘
子
帖
」
年
不
詳 

個
人
蔵 

湘
子
は
昭
和
58
年
２
月
よ
り
「
一
日
十
句
」
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、
一
日
に
必
ず
10
句

以
上
作
り
、
す
べ
て
を
「
鷹
」
に
掲
載
す
る
試
み
で
、「
最
初
は
何
か
月
続
く
か
わ
か
ら
な
か

っ
た
」
（
『
藤
田
湘
子
』
）
が
、
結
果
的
に
昭
和
61
年
２
月
ま
で
３
年
間
続
き
、
期
間
中
の
作

句
総
数
は
一
万
千
百
七
句
に
お
よ
ん
だ
。
こ
の
試
み
を
始
め
た
理
由
に
つ
い
て
湘
子
は
、「
も

っ
と
恥
を
か
こ
う
と
か
、
洗
い
ざ
ら
い
自
分
を
だ
し
ち
ゃ
え
と
か
、
そ
う
い
う
発
想
に
な
っ

て
き
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
ま
で
は
寡
作
だ
っ
た
か
ら
、
鼻
血
が
出
る
ま
で
句
を
作
っ
て
、
俳

句
を
作
る
の
が
い
や
に
な
っ
た
、
と
い
う
経
験
が
な
い
ん
で
す
よ
。
ま
だ
ま
だ
十
分
に
作
り

き
れ
て
い
な
い
、
や
れ
る
か
ど
う
か
や
っ
て
み
よ
う
、
と
始
め
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の

句
帖
に
は
、
当
時
作
ら
れ
た
俳
句
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。 

 ３５
．
藤
田
湘
子
「
四
季
帖
」
１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年
〜
２
０
０
２
（
平
成
14
）
年 

個
人
蔵 

湘
子
が
季
節
ご
と
に
自
選
の
俳
句
を
記
し
た
も
の
。 

 ３６
．
藤
田
湘
子
『
新
20
週
俳
句
入
門
』
立
風
書
房
、
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年 

20
週
、
つ
ま
り
お
よ
そ
「
五
か
月
の
間
に
、
０
か
ら
出
発
し
て
、
ま
ず
ま
ず
の
俳
句
が
作

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
お
う
」
（
は
じ
め
に
）
と
い
う
目
的
で
書
か
れ
た
入
門
書
。「
作
句

の
必
需
品
」
、
「
季
語
の
は
た
ら
き
」
な
ど
、
一
週
ご
と
に
異
な
る
テ
ー
マ
で
詳
し
く
解
説
さ

れ
、
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
初
版
は
昭
和
63
年
刊
で
、
収
録
す
る
俳
句
を
新
し
く
す
る

な
ど
改
訂
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
『
新
20
週
俳
句
入
門
』
で
あ
る
。 

 ３７
．
藤
田
湘
子
「
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
教
材
用
原
稿
」
年
不
詳 

個
人
蔵 

湘
子
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
で
俳
句
の
講
師
を
務
め
て
い
た
。

こ
の
原
稿
は
ス
ク
ー
ル
の
教
材
用
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
俳
句
の
技
巧
や
歴
史
な
ど
を
、
例

と
な
る
句
を
挙
げ
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。 

 

３８
．
藤
田
湘
子
「『
神
楽
』
入
稿
用
原
稿
」
１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
頃 

個
人
蔵 

第
十
句
集
『
神
楽
』
（
朝
日
新
聞
社
、
平
成
11
年
）
入
稿
用
に
作
ら
れ
た
原
稿
。
湘
子
本

人
に
よ
る
朱
の
書
き
入
れ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。 
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３９
．
藤
田
湘
子
『
神
楽
』
朝
日
新
聞
社
、
１
９
９
９
（
平
成
11
）
年 

湘
子
の
第
十
句
集
。
平
成
４
年
か
ら
同
10
年
ま
で
の
７
年
間
の
句
を
お
さ
め
る
。
題
名
の

由
来
は
「
十
番
目
の
切
り
の
よ
い
句
集
だ
か
ら
、
自
祝
の
意
味
を
こ
め
て
め
で
た
い
題
名
に

し
よ
う
と
思
っ
た
」
（
『
藤
田
湘
子
全
句
集
』
解
題
）
こ
と
に
よ
る
。
湘
子
は
こ
の
句
集
で
第

十
五
回
詩
歌
文
学
館
賞
を
受
賞
し
た
。 

 ４０
．
藤
田
湘
子
「
あ
め
ん
ぼ
」
、「
い
く
か
ぎ
り
」、「
き
さ
か
た
」
年
不
詳 

『
神
楽
』
に
収
録
さ
れ
た
俳
句
３
句
。 

 ４１
．
藤
田
湘
子
『
て
ん
て
ん
』
角
川
書
店
、
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年 

湘
子
の
第
十
一
句
集
。
平
成
17
年
４
月
15
日
に
逝
去
し
た
湘
子
の
没
後
ち
ょ
う
ど
１
年
目

に
出
さ
れ
た
遺
句
集
。 

 

４２
．
加
藤
楸
邨
「
藤
田
湘
子
宛
は
が
き
」
１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
１
月
27
日
付 

個
人
蔵 

楸
邨
の
妻
で
、
俳
人
の
加
藤
知
世
子
の
葬
儀
に
参
列
し
た
湘
子
へ
礼
を
述
べ
、
健
康
に
気

を
つ
け
る
よ
う
に
と
気
遣
い
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

４３
．
柳
家
小
三
治
「
藤
田
湘
子
宛
は
が
き
」
１
９
９
４
（
平
成
６
）
年
11
月
７
日
付 

個
人
蔵 

こ
の
年
10
月
に
出
版
さ
れ
た
湘
子
の
著
書
『
俳
句
の
方
法
』
の
礼
を
述
べ
た
も
の
。
噺
家
・

柳
家
小
三
治
に
は
俳
句
の
趣
味
が
あ
る
と
い
う
。 

 
 

 

４４
．
水
原
秋
櫻
子
「
藤
田
湘
子
宛
書
簡
」
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
11
月
17
日
付 

個
人
蔵 

湘
子
の
書
簡
に
対
す
る
返
信
で
、
新
樹
集
（
「
馬
酔
木
」
の
雑
詠
欄
）
の
選
句
が
終
わ
り
、

湘
子
は
４
句
選
ば
れ
て
い
て
中
位
の
成
績
で
あ
る
こ
と
や
、
馬
酔
木
賞
に
決
定
し
た
の
だ
か

ら
来
年
は
一
層
勉
強
し
て
ほ
し
い
こ
と
の
他
、
俳
句
に
対
す
る
姿
勢
を
野
球
に
例
え
て
解
説

す
る
な
ど
、
長
い
書
簡
で
は
な
い
が
、
弟
子
で
あ
る
湘
子
に
対
す
る
愛
情
や
秋
櫻
子
の
姿
勢

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
湘
子
は
こ
の
書
簡
を
終
生
大
切
に
保
管
し
た
。 

 

４５
．
藤
田
湘
子
「
月
曜
会
選
句
用
原
稿
」
年
不
詳 

個
人
蔵 

昭
和
62
年
頃
か
ら
、
湘
子
は
月
に
一
度
、
席
題
即
吟
句
会
「
月
曜
会
」
を
行
っ
て
い
た
。

会
場
は
、
俳
人
・
鈴
木
真 ま

砂 さ

女 じ
ょ

が
経
営
す
る
銀
座
の
小
料
理
店
「
卯 う

波 な
み

」
で
、
平
成
11
年
夏

か
ら
は
鷹
俳
句
会
事
務
所
に
会
場
を
移
し
て
湘
子
の
死
の
直
前
ま
で
継
続
さ
れ
た
。
小
田
原

で
晩
年
を
過
ご
し
た
三
橋
敏
雄
も
参
加
し
て
い
た
。 

 

４６
．
鷹
俳
句
会
編
『
藤
田
湘
子
全
句
集
』
角
川
書
店
、
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年 

「
鷹
」
創
刊
45
周
年
を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ
た
、
湘
子
の
全
句
集
。
別
冊
と
し
て
、
季
語

と
初
句
で
引
く
こ
と
が
可
能
な
「
索
引
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。 

社会性俳句 

昭和 30年代に俳壇に大きな論争を呼んだ運動で、俳句における社会性のあり方

を追求した。この運動が活発になった背景には当時の社会情勢が関係している。

戦後、米軍の基地拡張が急激に積極化され、若い多くの俳人がその問題に関心を

持ち、「社会性俳句」を主唱したといわれる。この運動の隆盛にあわせるように、

飯田龍太、石原八束、能村登四郎らの若手作家が台頭したが、湘子もそのうちの

一人であった。 
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４７
．
藤
田
湘
子
「
湘
子
の
俳
句
・
小
田
原
抄
」（「
鷹
・
こ
ゆ
る
ぎ
」
40
号
、
平
成
17
年
７
月
） 

昭
和
59
年
９
月
に
小
田
原
で
創
刊
。
湘
子
没
後
ま
も
な
く
発
行
さ
れ
た
本
号
で
は
、
湘
子

が
小
田
原
を
詠
ん
だ
句
を
紹
介
す
る
他
、
追
悼
文
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

４８
．
藤
田
湘
子
遺
愛
品
「
名
刺
」
年
不
詳 

湘
子
愛
用
の
名
刺
。
鷹
俳
句
会
用
、
名
前
だ
け
印
刷
さ
れ
た
も
の
な
ど
、
数
種
類
使
用
し

て
い
た
。 

 ４９
．
藤
田
湘
子
遺
愛
品
「
眼
鏡
」
年
不
詳 

湘
子
愛
用
の
眼
鏡
。 

 

５０
．
藤
田
湘
子
『
戦
後
俳
句
作
家
シ
リ
ー
ズ
21 
藤
田
湘
子
句
集
』 

海
程
社
、
１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
８
月 

個
人
蔵 

小
田
原
ゆ
か
り
の
俳
人
で
あ
る
湘
子
の
俳
句
を
、
小
田
原
俳
句
協
会
の
関
係
者
ら
が
ま
と

め
た
。 

     
 

 
 

謝
辞 

 

本
展
開
催
な
ら
び
に
本
冊
子
制
作
に
あ
た
り
、
次
の
個
人
・
機
関
の
方
々
よ
り
御
協
力

を
賜
り
ま
し
た
。 

御
芳
名
を
記
し
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）
。 

 

石
田 

修
大 

 
 
 

県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館 

尾
崎 

鮎
雄 

 
 
 

鷹
俳
句
会 

杉
崎 

せ
つ 

藤
田 

か
を
り 

藤
田 

和
枝 

水
原 

春
郎 

和
田 

明
子 

 

  

印
刷
・
発
行 

平
成
27
年
３
月 

発
行 

小
田
原
市
立
図
書
館 

※
無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す
。 



資
料
翻
刻 

 凡 

例 

１
．
資
料
名
冒
頭
の
◎
は
県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
蔵
、
★
は
個
人
蔵
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、 

番
号
は
冊
子
中
の
資
料
番
号
を
示
す
。 

２
．
翻
刻
に
あ
た
り
、
常
用
漢
字
等
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。 

３
．
行
替
等
は
原
資
料
に
拠
っ
た
。 

４
．〔 

〕
は
翻
刻
者
に
よ
る
補
足
を
示
す
。 

 

◎
24
石
田
波
郷
書
簡
（
尾
崎
一
雄
宛
） 

１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
12
月
26
日
付 

 

拝
啓 

厳
寒
の
候 

御
左
右 
如
何
御
う
〔
か
〕 

が
ひ
申
上
ま
す 

 

突
然
こ
ん
な
御
願
申
上
げ
ま
す 

失
礼
の
段 

御
ゆ
る
し
賜
ハ
り
度
存
じ
ま
す 

 

私
こ
と
病
床
で
別
送
申
上
ま
し
た
や
う
な 

俳
誌
馬
酔
木
の
編
輯
を
し
て
生
活
し
て
を
り 

ま
す
が 

今
度
三
十
週
年
に
当
り
ま
し
て 

日
頃
愛
読
し
て
を
り
ま
す 

先
生
に
何
と
ぞ 

し
て
御
執
筆
仰
げ
な
い
か
と 

こ
の
こ
と
思
ひ 

き
れ
ず 

重
々
失
礼
を
も
か
へ
り
み
ま
せ
ず 

御
願
い
た
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す 

 

暢
気
眼
鏡
以
来
先
生
の
御
作
ハ
殆
ど
愛 

読
し
て
を
り
ま
す 

文
学
鑑
賞
の
域
を
こ
え
た 

一
フ
ァ
ン
で
ご
ざ
い
ま
す 

「
ね
む
ら
れ
ぬ
夜
の
た
め
に
」
の
先
生
の
文
の
中 

に
俳
句
が
一
句
あ
り
ま
し
た
の
で 

何
か
そ
れ 

に
す
が
り
つ
く
や
う
な
気
持
ち
で 

こ
の
御
願
を 

し
て
み
よ
う
と
心
に
き
め
ま
し
た 

ま
こ
と
に
ご
迷
惑
と
ハ
存
じ
ま
す
が 

御
気
軽 

に
書
い
て
み
て
や
ら
う
と
い
ふ
御
気
持
に
な
ら
れ 

ま
し
た
ら 

ど
ん
な
に
欣
し
い
か
と
存
じ
ま
す 

た
ゞ
当
方
は
小
さ
な
俳
句
雑
誌
の
こ
と
ゝ
て 

大 

き
な
文
芸
雑
誌
並
の
御
礼
ハ 

と
て
も
出
来 

ま
せ
ん
が 

三
千
円
位
の
御
礼
が
で
き
る
と
思
ひ
〔
ま
〕 

す 

些
少
で
御
は
づ
か
し
い
次
第
で
す
が 

御
含 

み
頂
け
ま
す
と 

忝
く
存
じ
ま
す 

昨
今
ハ
御
病
状
も
ず
っ
と
御
よ
ろ
し
い
御
様
子 

御
よ
ろ
こ
び
申
上
ま
す 

 

先
ハ 

御
願
の
み 
 
 
 
 
 
 
 

草
々
不
悉 

 
 
 

十
二
月
二
十
六
日 

石
田
波
郷
拝 

尾
崎 

一
雄 

先
生 

 

尾
崎 

一
雄 

様 

 
 
 

大
変
ぶ
し
つ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が 

御
気
持 

わ
る
く
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
ら 

御
執
筆
仰 

ぎ
た
く
切
に
御
願
申
上
ま
す 

石
田
波
郷 

 

24 



◎
25
水
原
秋
櫻
子
書
簡
（
尾
崎
一
雄
宛
） 

１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
２
月
24
日
付 

拝
啓 

こ
の
た
び
は 

石
田
波
郷
君
よ
り 

馬
酔
木
に
御
執
筆 

御
願
い
申
上
げ
ま
し
た 

と
こ
ろ
、
御
多
忙
中
に
も
拘
は
ら
ず 

早
速 

御
送
稿
下
さ
れ 

忝
け
な
く 

拝
受
仕
り
ま
し
た 

厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
お
蔭 

に
て
記
念
号
が 

立
派
に
な
り
ま
す
こ
と
ゝ
喜
ん
で
を
り
ま
す
。 

同
封
の
も
の 
ま
こ
と
に
些
少
に
て 

御
恥
し
き
次
第
な
が
ら
御
礼 

の
し
る
し
で 
御
座
い
ま
す
。
御
笑
納
下
さ
ら
ば
忝
け
な
く
存
じ 

ま
す
。 

二
月
二
十
三
日 

水
原
秋
櫻
子 

 

尾
崎 

一
雄 

様 
  

二
伸 

御
書
き
に
な
る
も
の 
い
つ
も
諸
誌
に
て
楽
し
く
拝
見 

し
て
を
り
ま
す
。
又
、
折
々
窪
田
空
穂
先
生
の
御
宅
に 

参
上
し
、
御
噂
さ
申
上
げ
て
を
り
ま
す
。 

 

★
35
藤
田
湘
子
「
四
季
帖
」
ま
え
が
き 

１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年
〜
２
０
０
２
（
平
成
14
）
年 

こ
の
年
さ
る
人
の
厚 

志
に
よ
り 

本
帖
を
賜 

び
〔
マ
マ
〕

ぬ 

そ
の
心
う
れ
し
と 

本
年
よ
り
四
季
自
選 

一
句
を
誌
し
て
之
に
と
ど 

め
お
く
こ
と
ゝ
す 

こ
の
後
何
年
書
き
留
め 

得
ん
る
や 

昭
和
六
十
三
年 

 

大
年 

湘
子 

 

★
44
水
原
秋
櫻
子
「
藤
田
湘
子
宛
書
簡
」
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
11
月
17
日
付 

拝
復 

 

御
手
紙
昨
朝
拝
受
し
ま
し
た 

小
生
珍
ら
し
く
四
五
日
風
邪
籠
り 

で
、
き
の
ふ
か
ら
新
樹
集
の
選
を
は
じ
め
、
頑
張
っ
て 

今
終
っ
た
と 

こ
ろ
で
す
。
貴
兄
四
句
に
て
中
位
の
成
績
。 

今
度
は
能
村
君
と 

共
に 

馬
酔
木
賞
に
決
定
し
た
の
で
す
か
ら 

来
年
は
一
層
勉 

強
し
て
下
さ
い
。
俳
句
の
作
風
を
全
然
変
へ
る
こ
と
は
、
人
間
を
全 

然
変
へ
る
こ
と
が 

無
理
で
あ
る
と
同
じ
で
、
出
来
な
い
こ
と
ゝ
思
ひ
ま
す 

野
球
で
い
へ
ば
、
投
球
の
コ
ー
ス
を
か
へ
、
ベ
ー
ス
を
か
へ
、
曲
球
の
決 

め
球
を
工
夫
す
る
の
が
大
切
で
す
（
貴
兄
の
作
風
か
ら
い
へ
ば 

曲
球
の
決
め
球
が
適
し
て
ゐ
ま
せ
う
。
） 

こ
の
曲
球
の
決
め
球
を
持
つ
に
は
、
非
常
に
勉
強
し
殊
に 

読
書
が
必
要
で
、
い
ま
の
う
ち
に 

あ
ら
ゆ
る
本
を
読
む
こ
と
が 

大
切
で
す
。
―
あ
ま
り
書
く
と
長
く
な
る
の
で
、
会
っ
た
と
き
に
話 

し
ま
せ
う
。 

二
十
三
日
に
は
拝
眉
出
来
る
と
思
ひ
ま
す
。
も
し
二
十
三
日
が 

御
都
合
わ
る
け
れ
ば
、
新
人
会
へ
御
出
か
け
の
時
に
、
一
寸
御
立 

寄
り
下
さ
い
。 

先
は
御
返
事
ま
で 

 
 
 

十
七
日 

 

秋
櫻
子 

湘
子
様 
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藤
田
湘
子
略
年
譜 

大
正
15 

昭
和
７  

 

昭
和
16 

 

昭
和
17 

 

昭
和
18 

 

昭
和
20 

 

昭
和
21 

 

昭
和
22 

  

昭
和
23 

 

昭
和
24 

 

昭
和
26 

 

昭
和
27 

 

昭
和
28 

昭
和
30 

 

昭
和
31 

昭
和
32 

昭
和
33 

昭
和
39 

 

昭
和
42 

昭
和
43 

昭
和
45 

昭
和
46 

昭
和
48 

昭
和
50 

昭
和
55 

昭
和
56 

 

昭
和
58 

 

昭
和
61 

平
成
４ 

平
成
６ 

平
成
11 

平
成
14 

平
成
17 

年
号
／
年
齢 ０ ６ 

 

15

 

16

 

17

 

19

 

20

 

21

  

22

 

23

 

25

 

26

 

2729

 

30313238

 

4142444547495455

 

57

 

606668737679

１
月
、
小
田
原
町
十
字
（
現
小
田
原
市
本
町
）
で
誕
生
。 

小
田
原
第
一
尋
常
小
学
校
（
現
三
の
丸
小
学
校
）
入
学
。 

六
年
生
の
と
き
、
同
校
の
文
芸
誌
に
俳
句
を
発
表
。 

中
学
校
に
入
学
し
、
小
田
原
を
出
て
池
袋
で
下
宿
す
る
。

学
費
を
得
る
た
め
、
鉄
道
省
東
京
鉄
道
教
習
所
で
働
く
。 

「
表
現
力
を
身
に
つ
け
よ
う
」
と
俳
句
を
始
め
る
。 

水
原
秋
櫻
子
の
『
現
代
俳
句
論
』
を
読
み
刺
激
を
受
け
る
。

 

「
馬
酔
木
」
に
入
会
、
初
投
句
す
る
。
飛
行
機
設
計
希
望

で
工
専
進
学
を
志
す
が
、
俳
句
に
熱
中
し
て
成
績
悪
化
。 

工
学
院
工
専
（
現
工
学
院
大
学
）
入
学
。
入
営
す
る
が
終

戦
で
除
隊
。
池
袋
・
新
宿
周
辺
の
焼
け
跡
を
彷
徨
す
る
。 

鉄
道
省
東
京
鉄
道
教
習
所
三
島
分
教
所
に
勤
務
。 

篠
田
悌
二
郎
主
宰
「
野
火
」
創
刊
に
参
加
。 

「
馬
酔
木
」
復
刊
記
念
大
会
で
秋
櫻
子
と
初
対
面
。
こ
の

時
の
句
が
秋
櫻
子
特
選
。「
馬
酔
木
」
四
月
号
で
新
樹
集
初

巻
頭
。「
小
田
原
俳
句
作
家
協
会
」
の
評
議
員
と
な
る
。 

馬
酔
木
新
人
会
結
成
。
12
月
号
で
馬
酔
木
賞
（
の
ち
の
馬

酔
木
新
人
賞
）
を
能
村
登
四
郎
と
と
も
に
受
賞
。 

結
核
療
養
所
に
石
田
波
郷
を
訪
ね
る
。
12
月
「
馬
酔
木
」

同
人
と
な
る
。 

波
郷
の
依
頼
で
「
馬
酔
木
」
三
十
周
年
記
念
号
の
編
集
の

一
部
を
担
当
。
同
号
で
第
一
回
新
樹
賞
受
賞
。 

国
鉄
東
京
鉄
道
管
理
局
経
理
部
統
計
事
務
所
に
転
勤
。 

「
愛
さ
れ
ず
し
て
沖
遠
く
泳
ぐ
な
り
」
の
句
を
な
す
。 

波
郷
を
助
け
「
馬
酔
木
」
編
集
に
た
ず
さ
わ
る
。 

「
馬
酔
木
」
編
集
次
長
と
な
る
。
９
月
、
第
一
句
集
と
な

る
『
途
上
』
刊
。
12
月
、
秋
櫻
子
の
媒
酌
で
結
婚
。 

砂
川
基
地
拡
張
反
対
闘
争
に
参
加
。 

「
馬
酔
木
」
編
集
長
と
な
る
。 

国
鉄
本
社
広
報
部
勤
務
と
な
る
。 

秋
櫻
子
に
「
鷹
」
発
行
の
了
承
を
得
て
、
６
月
、
創
刊
第

一
号
発
行
。「
鷹
」
代
表
同
人
と
な
る
。 

８
月
、「
馬
酔
木
」
編
集
長
を
辞
任
。 

「
馬
酔
木
」
同
人
を
辞
退
し
、「
鷹
」
主
宰
と
な
る
。 

「
私
詩
か
ら
の
脱
出
」
を
執
筆
、
石
川
桂
郎
と
論
争
。 

現
代
俳
句
協
会
に
入
会
。 

現
代
俳
句
協
会
副
幹
事
長
と
な
る
。 

現
代
俳
句
協
会
幹
事
長
と
な
る
。 

国
鉄
を
退
職
。 

現
代
俳
句
協
会
副
会
長
就
任
。
８
月
、
秋
櫻
子
没
、
葬
儀

に
参
列
。 

現
代
俳
句
協
会
副
会
長
を
辞
任
。
２
月
、「
一
日
十
句
」
開

始
。 

２
月
、「
一
日
十
句
」
終
了
。 

１
月
、「
俳
句
」
に
「
俳
句
の
方
法
」
連
載
。 

10
月
、「
鷹
」
三
十
周
年
記
念
大
会
。 

10
月
、
第
十
句
集
『
神
楽
』
刊
。
翌
年
詩
歌
文
学
賞
受
賞
。

 

全
国
の
「
鷹
」
指
導
に
回
る
。 

４
月
15
日
自
宅
で
死
去
。 で

き
ご
と 

「
破
魔
弓
」
を
「
馬
酔
木
」
に
改
題
、 

秋
櫻
子
が
主
宰
と
な
る
。
山
口
青
邨
、 

秋
櫻
子
・
山
口
誓
子
・
高
野
素
十
・ 

阿
波
野
青
畝
を
四
Ｓ
と
称
す
る
。（
昭
３
）

 

「
俳
句
研
究
」
創
刊
。
「
ミ
ヤ
コ
・
ホ
テ

ル
」
論
争
起
こ
る
。
（
昭
９
） 

高
浜
虚
子
渡
仏
。（
昭
11
） 

 

戦
争
俳
句
論
争
起
こ
る
。（
昭
12
） 

三
橋
敏
雄
「
戦
争
」
57
句
。（
昭
13
） 

京
大
俳
句
事
件
。
日
本
俳
句
作
家
協
会
・

新
日
本
俳
句
協
会
設
立
。（
昭
15
） 

秋
櫻
子
、
野
鳥
俳
句
の
新
分
野
を
拓
く
。

（
昭
16
） 

新
俳
句
人
連
盟
結
成
。
俳
句
作
家
懇
話
会

結
成
。
（
昭
21
） 

   

波
郷
、「
馬
酔
木
」
編
集
を
担
当
。（
昭
25
）

 

 

「
馬
酔
木
」
に
高
原
俳
句
・
療
養
俳
句
が

盛
行
。
虚
子
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
雑
詠
選

者
を
高
浜
年
尾
に
譲
る
。（
昭
26
） 

「
俳
句
」
創
刊
。（
昭
27
） 

 

虚
子
、
文
化
勲
章
受
章
。（
昭
29
）  

     

虚
子
逝
去
。（
昭
34
）  

「
馬
酔
木
」
抒
情
の
回
復
を
問
題
と
す

る
。（
昭
35
）  

秋
櫻
子
、
日
本
芸
術
院
賞
受
賞
。（
昭
39
）

 

秋
櫻
子
、
芸
術
院
会
員
に
推
さ
れ
る
。（
昭

40
） 

    

俳
句
文
学
館
竣
工
。
（
昭
51
） 

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
千
号
。（
昭
55
） 

秋
櫻
子
逝
去
。
（
昭
56
） 

    

「
松
尾
芭
蕉
・
奥
の
細
道
三
百
年
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催
。（
平
１
） 

誓
子
逝
去
。（
平
６
） 

虚
子
記
念
文
学
館
開
館
。（
平
12
） 

俳
句
関
係 

大
正
天
皇
崩
御
、
昭
和
改
元
（
大
15
）

 

五
・
一
五
事
件
（
昭
７
） 

 

太
平
洋
戦
争
開
戦
（
昭
16
） 

 

日
本
文
学
報
国
会
結
成
（
昭
17
） 

 

終
戦
（
昭
20
） 

 

天
皇
人
間
宣
言
（
昭
21
） 

 

日
本
国
憲
法
施
行
（
昭
22
） 

   

岩
宿
遺
跡
に
て
旧
石
器
発
見
（
昭
24
）

 

金
閣
寺
全
焼
（
昭
25
） 

 

日
米
安
全
保
障
条
約
調
印
（
昭
26
） 

   
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
登
場
（
昭
30
） 

 

日
本
が
国
際
連
合
に
加
盟
（
昭
31
） 

  

皇
太
子
御
成
婚
（
昭
34
） 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
（
昭
39
） 

  

川
端
康
成 

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞

（
昭
43
） 

 

日
本
万
国
博
覧
会
（
大
阪
万
博
）
開
幕

（
昭
45
） 

 

あ
さ
ま
山
荘
事
件
（
昭
47
） 

石
油
シ
ョ
ッ
ク
（
昭
48
） 

第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム 

（
昭
50
） 

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
（
昭
51
） 

 

日
中
平
和
友
好
条
約
調
印
（
昭
53
） 

  

日
航
１
２
３
便
墜
落
事
故
（
昭
60
） 

昭
和
天
皇
崩
御
、
平
成
改
元
（
昭
64
）

 

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
（
平
２
） 

湾
岸
戦
争
勃
発
（
平
３
） 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
平
７
）  

世
の
中
の
で
き
ご
と 


